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　老健法による子宮癌検診に組み込まれて，子宮体癌検診が開始されて から約 8年が経過

レ た．全国各地域で の実施状況を把握し ， 今後の体癌検診を推進する基礎資料とすべ き時

期に果 てい るので はなかろうか．こ こで は，Eil笛各都道府県支部のご協力の もと に得られ

た集計結累を中心 に ， 体癌検診の さらな る普及 を期待 して，本検診のあり方を検証する こ

とと したい tt

嵒 　　
一

説　能

〔Σ．
一

次襖診滋）

　これ 承 で普及 して いる子皀頚部の細胞診でも 俸癌は 少なからす発霓されてい る．が， 木

法での 1本癒の発 見零 は5鍛6以 トで，肆 期発覓 手段としても，最適な 万法とはい いがたい．

　最近，経脛超音沒断鬻法の有用性が指抽 され こい る．内膜の肥厚を明らかに示す進行体

癌では，羃法 でrtしく横出されて いる、一乃で ，覃期体癌や閉経前の患者で は正 しく診断

す ることが困難な場合も少なく獄い，

　多数欄に蕪 膳麗で 疑施て き e また 欝 章警が 犀 と海 どな し、7 こ から ， 現時点で は子署内膜

纏慧包診がも ：j とも精霾の畏 い検診法であろう．

輌 、二二慶揆諺灘〕

　繧胞診で スクリーニ ングされた後，通常は外来無麻酔下 で TLYJEi向のソ
ー

ハ組織診による

精密検診がな される ことが多い ．が ， 早期発覺には，不十分なことが少なくな い ．細胞診

疑陽性 の時 ， 麻酔下 で の子 筥鏡診と倉わ せた全面 ソ
ー

ハ 診で ， 発見され た体癌の ほ とんど

は O顛 ある い は 1期の早期癬 ごあ っ た
由丿
，体編検鬱の糯 鬘向上のため ， 二 灰検診法の整筒

が期待 され る．
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　老健法による体編検診は，子宮撞検診受診煮 の中から
「50歳ある いは 閉経期以後の婦人

で最近 6 ヵ周以内になにがしかの 不正 出［担を訴ズた こ とのある者一（ を選別 して実施する選

択横診法が鰍 られて い る、

　老健法による子蟹癌検診につ いて 巳母全国都道府県支部から寄せられた成績を集計 して

報告 したい．47都道府県支部のう ち40蔓部から 返答を得た （返答率85．瀦 ）e

〔1 ．年度馴体癌検 診実施率〕

　都道府県別の体癌検診実施率は ， 伯88年度では60．0％ ， 1991年度では7ア．5％ またli　993年
度では87。5％ と年々向上 してい た．

艇 、体癌検診実施率の年次推移）

　39都道府県で 実施された子宮癌検診数は
’1988年農の細260万件か ら1993年度の約300万件

へ と 漸増 して いた （図 1）．
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　　　　　　　（函 等）地方別 ∫呂 癌検診受診書 と 夲癌 廣診実施 率 の 年 次推移

　体癌検診を実施してい ない県も含めた子宮癌樓診に占め る体癌検 診の 実施率は、当初 の

1988任 度では0．80％ から，割90年度では2．20％ ， 1992年度で は3．33％ ，

4993 年度4．（L6％ ，

さら に怕94年度で は5。00％に上昇して いた ．

　各地方別の体癌検 診実施率は（SU　1）．北海道で も っ とも高く ， 関檠、 近畿がこれ コ鞴い

てい た．と くに 北溜道で は ， 1988隼農625驚 ， 耽94年度で 麟 9．75銘こ 大きく上昇 レ て い た．

磁 d 子 宮体癌の発見率）

　体癌検診を実施 してい る都道府累の 成纉 を集計 した （表 D 、過去 ／年 釧こ鮠 ，3脳，435名
の子筥頚癌検 診が実施さ れ12，600例の 寅癌が発見 された （頚癌発覺率 り．089／o ）。この蚤ア癌横

診受診蓄の うち，548，863名 に体癌検診が実 施さ れ，695例の体貯ノ 驚覓された （搾癌発貝

率G．13％）．全子宮痙検診受診者の 3．35％ に体癰検診が実癒さ z
”
tて い た こと にな る．

　　　　　　　　 （表 1 ）年 度創子菖頚
・
体癌検診実施数 と頚 ・体癌発見率

　
￥

子宮 滬ボ 珍受 診 者中 の頻 度

　年度別の体癌検診実施率で は ， 1988年度の り．24％か bf994年度の5．77％へ と堅実に上昇

して い た （表 1）。体癌検診の 発見率は，当初のO．　24％を除くとO．f％ のレベルで あ っ た ．

　1993ff度の地方別体癌検 診実施率は ， 東高西低の 傾向を示 してい た．北潴道を 除く実施

率は ， 8．　4％〜0．！i％と差があるものの，体癌発見率 は0．1〜0．2％レベ ルで 比 較的揃 っ て い

た．なお，全国平均の体癌検診実施率 は4．33％ ， 体癌発見率は0．12％で あ っ た （表 2）．

i 観　 彗　躍　 ＿・

近年，子筥体癌が増加して いる こ と はどの施設の統計をみ て も間違いな い事実の よう で
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　 （莪 2 ） 地 方別傾 乱 製診 の 実膿 率 と体癌 発見率 〔1993年度）
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歴 検 　 彙 ．．三者 中 の 痴 立

ある．北望入 学 南完ても ，

一
覇の憩羽が経験 され でいる．症例 数ばかりで なく ， 全子宮癌

1占める体癌 の割含は蕉 即 増加 し ぞ
’
ろ ．最近 4 ヵ年の 体癌σ）煩度は，子宮頚部上皮内癌

（OI＄）を衾iめるど　c4．　Ol（，
’

！？
19

こ 謬 　 ．s．　ee計 　鼠 雪 0。1％c を 6 め るに至 っ てい る （表 3）．

　体癰憲書費 50歳以．二 ， 葡静 弋， 40厂辛嵩 の 三奪代 に分 け，狂 沢 推移を調べ た ．当初は50
静 以上の i悪考 メ多 く、ε 己め ご［、 1た のが ， 嶋窪 年か ら 05 無 闘で は 高年書 の占める割合 は

W ．2％，9 蘇 か らで は b！．3鍛 こ．二下
1

／，fi
’
わ っ て 40歳

「
 の若年 毒が増加 して い た．1992

年か ら の 4葺間で Ls　 「蔵 以 ヒ冫 〆1、ピ幻 　や
L
斟

−
転 して い た が，着 年者 の 体 癒 の比率

：ま，3eへ・40餌 とな つ てい る tt でか ．t、

　　　　　　　　　　　 （叢 3 ）子
膏 ← 「一脚 」玩 次推i移（降 Cis）
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W

熏 にエヌ トITiゲ：1 ゴ強く閂捗して い る こと が ， 択の よう な事

実から指摘されてい
一「
　す ζけア5 ， CInOD に）し 弓d し 詫 roger1 症毒 ビPOO ， 顆粒膜紐胞腫 ，

エ ス 1純⊃ン挿 充療：云 3 　 ｝　 う 本篷ズ発
｛

．  U∩OPPO ＄ed 　 estrogen 刺激で 内膜増殖症

が発生，◎各種』 直菰 ie 　 廃が発t ：つ れわ れ の成績て
’
は ， 嚢胞 1鱒 9例か ら2．O％， 腺

腫性60例か Stl ．3％ ， 署 青
1
増短 症12夙 から2b。0％の頻度で 捧癌 が発生 して いた

2 ）

．な お，

こ れ ら子宮内膜増殖症の発生年齢 1ま．40歳代が高い ビ
ー

フを占め てい た．＠早期癌で ある

ぽど内膜増鏈症を喧 1崋 してい る （grOuP 　 1）体癌が増加 する
臼 1

．

　また ， わ れ わ れ の経験 しだ 答薙 髱の子宮体癌 を分析したところ，  月経周期不整，  不

正出血，  無排卵　 c　 Jl，  子宮腫六 （筋 車，内驥症）が特徴的で あ っ た e これ らの発症

も ， エ ス 1一ロゲンに よ
一
冫ていることん 隹察される．

　つ ま り ， 若年巴の子鬻体癨の発生過程と し で，月経異常
一

〉 無誹卵 →エ ス K 〔〕ゲン持続分

泌一→ 内膜増殖症 ・ 体鶏 C多後良好一・不饅）に 至る 流11が存在す る もの と想疋 され る．
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　これまで55万人に実施され た体癌検診の 経験から，現在実施されて いる検診法は有効に

作動して いると判断される．検診受診者の中から体癌検診受診者を拾い 出す努力が，

一層

期待される．

　子宮体癌が急速に増加して いると ころ から ， 全子宮痙に占める体癌の頻度に 応じて ， 体

癌検診実施率を増加するよう期待される．そ の当面の子宮癌検診に占める検診率は ， 20％
を 目標とするの が妥当であろう。

　また，増えている若年者体癌と前駆症である内膜増殖症の発見を期して，50歳末満の若

年者へ の検診実施 ・拡大を提案した い．その40歳代で の検診対象者は

　  不正出血や月経異常を有する者

　  こ とに未経妊者

　  子 宮腫大 （筋腫 ・内膜症など）のある者

が推奨 される．

　なお ， 老健法による検診対象墓準を変えなく て も ， 現在の墓準のうち
「

とくに医師が必

要 と判断される者」 と して 実施で きる．

（アンケート調査にご協力下さっ た Eヨ母都道府県支 部に感謝申し上げます．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　惨 考文献》

D 上 坊叡 子 ， 大河 原 聡 ， 蔵 本 溥行 ， 島田信宏。子 宮体癌 の 診 断法
一一va胞診 と hys−

　terOscooy − ．産と婦　1989；56：972− 97ア
2）蔵本博行．子宮体癌検診一と くに若年体癌につ いて

一
．日産婦関東連会報　1996；33：

　59− 64
3）蔵本博行，上坊敏子，秦 宏樹， 渡辺 純，立岡和弘，浜野美恵子、子宮体癌 とステ［〕イ

　ドホILノモ ン．　 HormOne 　rρ ontier 　ln　Gyneool　 1996；3 ：4アー52

IIIIIIIIIIIII　II匣IIII　IIIIIIIIIIII　Iil　ll　llll　ll　l唱II　II．．IIIIIII　IIIIIII　IIIIIII　III．　IIIIIII　III　IIII　IIIIIII．IIIII　IIIIIIIII．Illllll　l　lllll」I　I　IIIII　I　III　I　．III　IFL．II　IIILIII　IIIIIII　II　IIII　II　IIrl　ll　ll「I　II．I　III　引II　II　III　I　．III　III　II　III　II　IIII　I　I　II　IIII　II　III　II　IIIIIII　
III
　
III
　
II
　
II

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


